
 

   
令和５年３月 27日  

 
県立小田原東高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（３月 27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①共通教科の基
礎学力の定着を
図るとともに、
学習内容を精選
し、多様な進路
選択に対応でき
る学力の向上を
図る。 
②言語活動の充
実を図り、生徒
の学習意欲を引
き出すととも
に、達成感を持
たせ、主体的に
学ぶ姿勢や態度
を養い、自信と
自己肯定感を育
む。 
 

①基礎学力の定
着と生徒の進路
実現に結び付く
教育課程の計画
的な実施を図
る。 
 
 
②わかる授業を
実践し、生徒の
学習意欲と主体
的に学ぶ姿勢を
高め、自己肯定
感を育む。 

①両科併置の視
点から、新学習
指導要領にもと
づく教育課程の
編成に努める。 
 
 
 
②校内研究授業
や授業研究会を
継続して実施す
る。 
②ICT機器を活用
し、教科・科目
で共用できる授
業スライドや動
画などの教材研
究 、 作 成 を 図
る。 

①令和４年度入
学生の進路希望
や 実 態 を 把 握
し、両科で履修
可能な選択科目
を設置すること
ができたか。 
 
②教材の共有化
を含め、組織的
な授業改善を図
ることができた
か。 
②教科・科目間
の連携を進め、
組織的な ICT 機
器を活用した教
材研究、教材作
成を図ることが
できたか。 

①令和４年度入学
生の普通科の理系
の教育課程につい
て生徒の進路希望
の実態から見直し
を行った。 
②９月に授業見学
期間、11 月に校
内研究授業及び授
業研究会を継続し
て実施した。 
②学校外の機関を
活用した授業づく
りを行った。 
②科目担当者間で
共用できる動画な
どの教材を作成
し、Google クラ
スルームにより配
信できた。 

①令和４年度生か
らの教育課程につ
いて検証し、生徒
の進路実現に結び
付く教育課程の編
成に努める。 
②11月に校内研究
授業や授業研究会
を継続して実施
し、授業改善に努
める。 
②学校外の機関を
活用した授業を実
施するとともに教
科・科目間の連携
を進め、共用でき
る教材の作成を図
る必要がある。 

①本校生徒の実態及び進
路実現を踏まえて教育課
程を編成した点は評価で
きる。今後も生徒の実態
を踏まえて、適切に行っ
てもらいたい。 
 
②学校全体として、研究
授業や授業研究会を実施
して授業改善が行われて
いることは評価できる。 
 
②ICT 機器の効果的な利
用に対する提言を、担当
部署及びスキルの高い教
員が中心となり学校全体
としてのレベルアップす
ることを期待する。 

 

①生徒の実態に応じて教育課程
の一部を変更したが、今後も生
徒の実態を把握することが必要
である。 
 
②授業研究会等の実施もあり、
生徒による授業評価については
全項目に渡り、後期のポイント
が上回っているので、今後も継
続していくことが必要である。 
 
②長期休業中に一部の教科で動
画配信による補習を展開するな
ど新たな試みを実施したことは
成果である。また、一人一台端
末導入により、今後はより一層
ICT 機器の効果的な利用が必要
となるので学校全体として対応
していく必要がある。 
 

①今後も生徒の実態を把握しな
がら必要に応じて適切な教育課
程を編成するとともに学習成果
を可視化する。 
 
②総合ビジネス科と普通科を併
設する本校の特色を活かして
ICT 機器の効果的な利用を実現
し、学校全体としての ICT 機器
に対するスキルアップのために
担当部署が中心となり校内研修
会を実施する。 

２ 生徒指導・支援 

①生徒の課題に
応じた知識を身
に付けさせ、個
に応じた組織的
な指導体制を充
実させる。 
 
 
②ビジネスマナ
ー教育を大きな
柱とし、基本的
生活習慣を身に
付けさせ、学校
行事や部活動を
通して、社会で
活躍できる健全
な人材を育成す
る。 

①生徒の支援や
教育相談が増え
たので、職員の
研修やケース会
議を行えるよ
う、情報共有を
行う機会を計画
する。 
②学校行事や部
活動を通して、
相手を尊重する
気持ちや自分の
役割を果たす能
力を身に付けさ
せる。また、学
校行事や部活動
の活性化を図っ
ていく。 

①生徒のケース
により、SSWや外
部機関につなげ
て、支援を受け
ることができる
ようにする。 
 
②生徒が主体的
かつ積極的に活
動できる支援を
行うとともに、
教職員と生徒会
本部役員が連携
を密にし、学校
行事を円滑に進
め、部活動の発
展に寄与する。 

①教育相談コー
ディネーターを
中心に、学校生
活を送る上で生
徒や保護者の支
援を適切に行う
こ と が で き た
か。 
②学校行事を行
った後のアンケ
ート結果から生
徒の充実感を読
み取ることがで
きたか。また、
昨年度と比較し
て、部活動加入
率が向上してい
るか。 

①生徒及び保護者
支援のために、ケ
ース会議を開き、
SSW と連携して支
援につなげること
ができた。 
②生徒が主体的か
つ積極的に行事へ
参加できるよう、
生徒会本部役員と
協議を重ね、各種
行事を開催した。 
②空手同好会の発
足や邦楽部の強化
指定部活動の認定
等を行い、部活動
の活性化につなげ
た。 

①ケース会議での
対象生徒に関し
て、進級や卒業に
向けて支援をし、
進路を含めて相談
を継続させていく
必要がある。 
②学校行事のアン
ケートを通じて、
今後改善すべき点
を引き続き検討す
るとともに、教職
員と生徒（本部役
員）が強い連携を
とる必要がある。 
②部活動活性化の
方策を今後も検討
していく。 

①日常生活において課題
となる生徒の様々な問題
に対して、粘り強く丁寧
に対応しているので、今
後も継続してもらいた
い。 
 
②ここ数年、例年通り実
施できなかった学校行事
を、今年度は通常開催す
ることができたことは良
かった。また、今年度開
催した百周年記念事業に
おいて生徒に発表を行う
機会を提供したことは評
価できる。 

①SSW と連携した件数が２件、
またケース会議を開催して生徒
進路を含めた支援を今後も継続
していくことが必要である。 
 
 
 
②今後も通常通り学校行事を継
続していくことで、円滑な行事
運営を行う。 
 
②新たな部の設立や強化指定部
活動の展開により、この数年続
いた部活動加入率減少傾向につ
いては、歯止めがかかった。 
 
 

①次年度は、スクールカウンセ
ラーだけでなく SSW も週 1 回来
校することとなり、教育相談コ
ーディネーターとともに学校全
体として情報共有及び生徒の支
援を行う。 
 
②部活動の充実を目指して新た
に部を設立して生徒の活動の場
を提供しているが、職員定数の
問題もあり、部活動インストラ
クター等をさらに有効活用す
る。 

 

３ 進路指導・支援 

①確かな勤労観
や職業観を身に
付けさせるた
め、成長段階に
応じた継続性の
あるキャリア教
育を推進する。 
②生徒の希望す
る進路を実現す
るため、教科指
導と連携した進
路指導の充実を
図る。 
 

①感染状況に注
意しながらも、
外部講師等を招
いてのガイダン
スや講演会を計
画的に行い、進
路意識の向上を
図る。 
②各教科と連携
し、教科指導の
中で進路指導に
関連する内容の
充実を図る。 

①外部講師や企
業の選定につい
て、より生徒に
効果的な学校や
企業を意識して
選定する。 
 
②希望校や企業
の選択や志望理
由の作成につい
ても、教科と協
力 し 進 め て い
く。 

①進路行事のア
ンケート結果か
ら、生徒の充実
感を量ることが
できたか。 
 
 
②生徒の進路選
択や志望理由の
作成において、
効果をあげるこ
とができたか。 

①外部講師や企業
の選定では、直近
の情報や出願等の
対応、近年の就職
状況を考慮して決
定した。 
②授業の中で扱う
ことにより、生徒
の視野を広げるこ
とになり、進路選
択や志望理由に繋
げることができ
た。 

①講師として依頼
したい上級学校や
企業があっても、
先方との予定が合
わず調整に課題が
ある。 
②教科指導も確保
しながら、進路指
導に繋がる内容を
扱うにも、その割
合と担当者の負担
も考慮に入れる必
要がある。 

①生徒の進路実現のため
に様々な行事を展開して
いるが、生徒及び保護者
に対して行事の趣旨や目
的などをもう少し分かり
やすくアピールすること
が必要である。 
②進路実現に対して生徒
の志望理由等を明確にす
る指導が授業内や面接指
導で必要であるので、校
内で丁寧に指導すること
が必要である。 

①アンケート結果から、生徒の
満足度はある程度高かったが、
先方の都合もあり、生徒が希望
する上級学校を思うように集め
ることができなかったことが課
題である。また、新型コロナウ
イルス感染症対策のために、希
望していた体験を実現できなか
った。 
②次年度は生徒への指導時間を
しっかりと確保するために、文
化祭の時期を変更した。 

①生徒及び保護者に対して、そ
の行事の目的や趣旨などをもう
少し分かりやすくして３年間の
進路指導の流れを提示する。 
 
 
②次年度は生徒への指導時間を
しっかりと確保するために、文
化祭の時期を変更した。（再
掲） 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（３月 27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①地域との相互
交流を進め、地
域に根ざした学
校づくりを推進
する。 
 
 
 
②様々な機会を
活用し、広報活
動の充実を図
り、地域や近隣
小中学校への情
報発信に努め
る。 
 

①新型コロナウ
イルス感染症の
状況を踏まえ、
できることを模
索し、地域との
交流を図る。 
 
 
②外部との連携
事業に積極的に
参加し、本校の
PR を行ってい
く。また、中学
校にも訪問し、
情報発信してい
く。 

①地元自治会と
の交流や清掃ボ
ランティアなど
に積極的に参加
して、地域との
交流を行ってい
く。 
 
②県西地区の説
明会や中学校へ
の出張授業など
にも積極的に参
加し、本校の PR
を行う。また、
SNS等も利用して
いく。 

①地元自治会や
清掃ボランティ
アに参加した生
徒にアンケート
等を実施し、満
足度 90％以上で
あったか。 
 
②出張授業や説
明会のアンケー
トを中学生に実
施 し 、 満 足 度
90％以上であっ
たか。 

①地元の自治会と
の交流は、実施で
きなかった。清掃
ボランティアに関
しては、有志の部
活動で参加する形
となった。 
 
②各中学校へ出張
授業の案内を行っ
たが、中学校から
の依頼がこなかっ
た。SNS の活用は
行うことができ
た。 

①感染症の考えも
変わってきたの
で、次年度は積極
的に地元の自治会
や小田原市と交流
を行っていく。 
 
②中学校から依頼
に応じて、説明会
などを実施してき
たが、次年度はこ
ちら側から積極的
に働きかけを行
い、訪問しての説
明会や出張授業な
どを行っていく必
要がある。 

①新型コロナウイルス感
染症の状況も変化してき
た中で、可能な範囲で実
施できたことは評価でき
る。 
 
②県西地区の中学生が減
少している状況もあり、
今後は学校説明会の時期
や形態等について見直す
ことも必要である。 

①感染症対策をとりながら、地
域貢献活動及び部活動を中心と
して地域と協働の海岸清掃等を
実施した。今後も、積極的に実
施していく。 
 
②本校の教育活動を積極的に情
報発信するために Instagram を
活用した。 
 
②本校の特色をアピールするた
めに中学校の要望に応じて説明
会に出向いた。本校から出張授
業を積極的に中学校に出向くこ
とを申し入れたが、中学校側か
ら受入れに関する要望は少なか
った。 

①感染症対策をとりながら、地
域貢献活動及び部活動を中心と
して地域と協働の海岸清掃等を
実施した。今後も、積極的に実
施していく。（再掲） 
 
②来年度については秋の学校行
事を見直して、学校説明会をも
う少し早い時期に設定する。 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学校周辺の環
境に配慮した災
害への安全対策
を一層強化させ
る体制整備を推
進する。 
 
 
 
 
②事故・不祥事
を起こさない、
風通しの良い職
場環境を整備す
るとともに、働
き方改革を進
め、職員・生徒
が夢を持ち、夢
の実現のため生
き生きと活動で
きる学校づくり
を推進する。 

①有事の際、職
員や生徒が地域
の方にどのよう
な形で防災協力
の行動できるか
を、具体的に考
えられるように
する。 
 
 
②職員間のコミ
ュニケーション
を密にし、小さ
い異変に気付け
るような職場環
境を構築し、事
故などを未然に
防げるようにす
る。 

①実践型の防災
訓練などを通じ
て、基本的な防
災知識を身に付
けるとともに、
地域とどのよう
な関わりを持て
るかを考えられ
る訓練方法を模
索する。 
②事故・不祥事
を未然に防ぐた
めに、研修会な
どの機会を定期
的に設け、職員
の 意 識 を 高 め
る。 

①訓練事後の感
想などから、生
徒自らの防災・
減災意識が高ま
っているか。ま
た、地域との関
わりについて考
えることができ
たか。 
 
②職員の事故・
不祥事に対する
意識の向上図る
ため、定期的な
研修会などを通
じてそれが功を
成しているか。 

①生徒と地域の方
との防災協力を想
定した行動は取れ
なかった。有事の
際に本校は、生徒
だけでなく地域の
方の避難場所にな
っていることは周
知した。 
 
②職員会議時及び
定期的に事故・不
祥事に関する研修
を行った。また、
職員間のコミュニ
ケーションは取り
やすい雰囲気が醸
成されつつある
が、今後とも風通
しのよい環境づく
りが必要である。 

①地域の方との関
わりについて、コ
ロナ禍ということ
もあり実現が厳し
い状況であった。
コロナ禍から脱却
したところで、再
度訓練などの在り
方を検討する必要
がある。 
②入学者選抜業務
をはじめ、ダブル
チェックを確実に
行うなどの対応に
より、事故・不祥
事を未然に防ぐこ
とができた。今後
も、この姿勢を維
持していくことは
もちろん、職員の
意識をさらに継続
できる体制づくり
も行う。 

①地域の状況から判断す
ると、地域住民と連携し
て避難訓練を実施するこ
とは必須であり評価でき
る。今後も、地域と連携
して防災事業を展開する
必要がある。 
 
 
 
②不祥事防止研修会を定
期的に実施して職員の意
識向上に努めていること
は評価できる。今後はよ
り一層、風通しの良い職
場づくりをめざして、不
祥事防止に取り組むこと
を期待する。 

①津波想定避難訓練では、地域
住民及び地域の支援センター
（合計〇名）が参加して実施し
た。地域住民の災害に対する意
識に比べ、生徒の防災に対する
意識は低いように思われるの
で、継続的に意識づけをするこ
とが課題である。 
 
 
②不祥事防止のために、進路指
導業務に係る業務進行状況管理
表を作成した。また、入学者選
抜業務については、マニュアル
を活用して事前に研修会等を実
施するとともに、ダブルチェッ
クにより不祥事防止に努めた。 

①地域住民の災害に対する意識
に比べ、生徒の防災に対する意
識は低いように思われるので、
継続的に意識づけをすることが
課題である。（再掲） 
 
 
 
 
 
②事故・不祥事を防止するため
には、「報告・連絡・相談」が
不可欠であり、これを徹底する
こと及び職員全体で事前の準備
や対応について情報共有してお
く必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


